
法人会ニュース　そうそう

　

毎
号
の
表
紙
は
、
各
支
部
の
自
慢
の

風
景
・
祭
り
等
を
掲
載
し
ご
紹
介
し
ま
す
。
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法人会ニュース

そうそう

支
部
自
慢
コ
ー
ナ
ー　

㉚　
相
馬
市

相
馬
野
馬
追
総
大
将
出
陣

　

毎
年
、
梅
雨
明
け
と
同
時
期
の
７
月

23
日
〜
25
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
繰
り
広

げ
ら
れ
る
「
相
馬
野
馬
追
祭
」。

　

そ
の
起
源
は
、
一
千
有
余
年
以
上
前
に

さ
か
の
ぼ
る
。

　

平
将
門
が
、
関
八
州
の
武
将
を
集
め
て

下
総
国
で
行
っ
た
軍
事
訓
練
（
野
馬
を
放

し
て
、
そ
の
馬
を
敵
に
見
立
て
て
の
訓
練
）

が
そ
の
起
源
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

７
月
23
日
の
朝
、
騎
馬
武
者
は
、
妙
見

相
馬
中
村
神
社
に
集
結
し
ま
す
。
出
陣
式

に
続
い
て
の
総
大
将
閲
兵
は
、
文
字
通
り

「
相
馬
野
馬
追
」
の
始
ま
り
で
す
。

第 30 号⑴　平成 19 年 8 月 20 日



法人会ニュース　そうそう法人会ニュース　そうそう
　

平
成
19
年
の
通
常
総
会
は
去
る
５
月
25
日

㈮
南
相
馬
市
の
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
丸
屋
に

て
、
会
員
90
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

熊
川
会
長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
と
し
て
相

馬
税
務
署
長
、
法
人
課
税
第
一
部
門
統
括
官

の
紹
介
が
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
各
部
門
の
表

彰
が
行
わ
れ
、
永
年
本
部
・
支
部
役
員
表
彰

を
始
め
、
会
員
増
強
功
労
者
表
彰
、
優
良
経

理
担
当
者
表
彰
、
功
労
者
表
彰
等
々
が
行
わ

れ
、
会
長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
、
会
場
よ
り
一
段
と
大
き
な
拍
手
が
な
さ

れ
た
。

　

続
い
て
御
来
賓
を
代
表
さ
れ
相
馬
税
務
署

小
関
重
寿
署
長
か
ら
日
頃
の
税
務
行
政
へ
の

協
力
に
対
し
て
深
謝
し
、
更
な
る
活
動
を
祈

念
し
た
旨
の
御
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
議
事
の
審
議
に
入
り
、
平
成
18

年
度
事
業
経
過
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告

が
な
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
平
成
19
年
度
事
業

計
画（
案
）収
支
予
算（
案
）に
つ
い
て
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

又
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
の
件
に

つ
い
て
、
執
行
部
よ
り
原
案
が
提
出
さ
れ
熊

川
会
長
は
じ
め
50
名
が
再
任
さ
れ
、
新
た
に

15
名
が
新
任
さ
れ
全
員
承
認
さ
れ
た
。

　

以
上
全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
、
総
会
が

無
事
終
了
し
た
。

第
32
回
通
常
総
会
開
催

平成 19 年 8 月 20 日　⑵第 30 号

平成18年度決算

収入合計
29,202,196

支出合計
29,202,196

会費収入会費収入
11,223,500 円11,223,500 円
会費収入
11,223,500 円

事業収入
2,973,471 円

事業費事業費
16,777,446 円16,777,446 円
事業費
16,777,446 円

補助金収入
4,138,580 円

会議費
1,648,939 円

管理費
4,885,081 円

特定資産取得支出
800,000 円

次期繰り越し収支差額
5,090,730 円

推進費収入
4,529,719 円

前年度繰越金
5,709,724 円

雑収入
625,334 円

利子収入
1,868円

収
入
の
部

支
出
の
部

平成19年度予算

支出合計
27,744,730

収入合計
27,744,730

会費収入会費収入
11,139,000 円11,139,000 円
会費収入
11,139,000 円

事業収入
1,768,000 円

補助金収入
4,082,000 円

事業費事業費
18,120,000 円18,120,000 円
事業費
18,120,000 円会議費

2,800,000 円

管理費
5,400,000 円

予備費
1,424,730 円

特定資産取崩収入
800,000 円

前年度繰越金
5,090,730 円

推進費収入
4,362,000 円

雑収入
500,000 円
利子収入
3,000円

収
入
の
部

支
出
の
部

熊川会長挨拶

小関署長祝辞



法人会ニュース　そうそう

１
，
役
員
表
彰

（
本
部
役
員
）

　

福
山　

真
久　
　

八
巻　

一
昭

　

北
原　

藤
夫　
　

原
田　

雄
一

　

太
田　

宏
明　
　

坂
本　

行
生
郎

　

磯
町　
　

隆

（
支
部
役
員
）

富
岡
支
部　
　
　
　

齋
藤　

秀
章

　
　
　
　
　
　
　
　

黒
澤　

英
男

２
，
会
員
増
強
功
労
者
表
彰

　

 

鈴
木　

裕
子
・
齋
藤　

才
子
・

　

常
磐　

千
恵
子
・
横
山　

正
美

　
（
大
同
生
命
保
険
㈱
）

３
，
優
良
経
理
担
当
者
表
彰

相
馬
支
部

　

鈴
木　

和
子
（
㈲
立
谷
商
会
）

新
地
支
部

　
村
井
美
和
子（
㈲
マ
ル
シ
チ
村
井
水
産
）

原
町
支
部

　

増
岡　

玲
子（
マ
イ
ア
ス
電
気
㈱
）

　

鹿
又　

清
美（
恒
栄
総
合
設
備
㈱
）

　

馬
場　

文
子（
庄
司
建
設
工
業
㈱
）

　

佐
藤
真
理
子
（
㈲
西
武
商
事
）

飯
舘
支
部

　

北
原
ス
ミ
子
（
㈲
北
原
商
店
）

小
高
支
部

　
松
本
ト
モ
子（
㈲
ス
ー
パ
ー
は
ち
ろ
う
じ
）

浪
江
支
部

　

川
﨑　

正
子（
朝
田
木
材
産
業
㈱
）

　

横
山
由
美
子
（
㈱
マ
ツ
バ
ヤ
）　

平
成
19
年
度
表
彰
者
　

徳
澤　

愛
子
（
㈱
マ
ツ
バ
ヤ
）

双
葉
支
部

　

根
本　

明
美
（
㈲
根
本
自
動
車
）

大
熊
支
部

　

浅
野
智
枝
子
（
河
村
建
設
㈱
）

富
岡
支
部

　

伊
藤　

直
美
（
㈲
中
央
自
動
車
）

　

菅
原　

文
宏
（
㈱
大
東
館
）

４
，
経
営
者
大
型
総
合
保
障
推
進
表
彰

〔
会
員
の
部
〕

　

金
賞　

熊
川
喜
八
郎（
㈱
双
葉
紙
器
）

　

銅
賞　

杉
山
大
一
郎
（
㈱
大
一
事
務
機
）

〔
支
部
の
部
〕

鹿
島
支
部
・
原
町
支
部
・
浪
江
支
部
・

双
葉
支
部
・
大
熊
支
部

〔
大
同
生
命
・
Ａ
Ｉ
Ｕ
の
部
〕

　

銀
賞　

中
原　

哲
夫

　

銅
賞　

荒　
　

良
範
・
齋
藤　

才
子
・

　
　
　
　

常
磐
千
恵
子

５
，
功
労
者
表
彰

　

竹
林　

源
綱
（
鹿
島
支
部
）

　

佐
藤
秀
一
郎
（
鹿
島
支
部
）

　

菅
野　

萬
正
（
小
高
支
部
）

⑶　平成 19 年 8 月 20 日 第 30 号

役職・氏名 法　　人　　名 支部 新任
会　　長
熊　川　喜八郎 ㈱双葉紙器 浪 江
副会長（支部長）
荒 井 宏 美 荒井自動車㈱ 相 馬
横 山 光 男 ㈲よこやま美容 新 地
佐 藤 則 夫 ㈲協栄精機 鹿 島 ☆
寺 島 岩 男 ㈲寺島兄弟タイル工業 原 町
高 橋 英 明 ㈱英工務店 飯 舘
鈴 木 喜 八 ㈲スーパーはちろうじ 小 高 ☆
松 原 　 靖 ㈱マツバヤ 浪 江
松 本 定 雄 ㈱まつもと 双 葉
太 田 宏 明 太田商事㈱ 大 熊
藤 沢 徳 義 ㈲藤沢材木店 富 岡
常任理事
立 谷 一 郎 ㈱サンエイ海苔 相 馬
只 野 裕 一 ㈱只野商事 相 馬
櫻 井 芳 夫 櫻井設備工業㈱ 新 地
渡 部 忠 直 東北サッシ工業㈱ 鹿 島 ☆
庄 司 公 正 庄司建設工業㈱ 原 町
高 橋 隆 助 ㈱高良 原 町
濱 田 幸 政 濱田建設工業㈱ 飯 舘
佐 藤 成 一 佐藤建設㈱ 小 高
神長倉　豊　隆 ㈲美花 浪 江
富 沢 俊 明 ㈱東京エレクトロ 双 葉
小 畑　　 功 小畑建設㈱ 大 熊
石 原 政 博 ㈲ヤマダヤ 富 岡 ☆
坂　本　行生郎 坂本種苗㈱ 富 岡
遠 藤 充 洋 原町港湾運送㈱ 青年部 ☆
椎 谷 節 子 ㈱シイヤ鍍金工業所 女年部 ☆
理　　事
菊 地 逸 夫 ㈱キクチ 相 馬
佐 藤 信 夫 ㈲佐藤商事 相 馬
早 川 宗 延 松川造船㈱ 相 馬
福 山 真 久 ㈲共栄会計事務所 相 馬
八 巻 正 隆 旭電設工業㈱ 相 馬

役職・氏名 法　　人　　名 支部 新任
菅 野 利 男 ㈱菅野寛商店 相 馬
佐 藤 義 一 ㈱創研社 相 馬
立 谷 惣 一 ㈲立谷商会 相 馬
小　野　秀　雄 ㈲小野鐵工所 新 地
佐　藤　和　雄 ㈲佐藤水道設備 新 地
草　野　健　男 みどりのキャベツ㈲ 鹿 島 ☆
高　橋　　　徳 高橋建設㈱ 鹿 島 ☆
伊　藤　博　人 伊藤冷機工業㈱ 原 町
遠　藤　義　廣 ㈱原町日通自動車修理工場 原 町
太　田　常　實 東北建設㈱ 原 町
鈴　木　清　重 ㈱スズトヨ 原 町
松　永　雄　一 松永牛乳㈱ 原 町
竹　内　雄　一 ㈱原町サイン 原 町
門　馬　浩　二 ㈱ホテル森の湯 原 町
長谷川　長　喜 ㈲長谷川電気工事 飯 舘 ☆
高　橋　　　亘 ㈲臼石自動車整備工場 飯 舘 ☆
村　上　由　行 ㈾村上建設 小 高 ☆
志　賀　隆　一 ㈲小高通商 小 高 ☆
原　田　雄　一 ㈱原田時計店 浪 江
横　山　佳　弘 横山建設㈱ 浪 江
佐　藤　浩　平 ㈲佐藤秀親商店 浪 江
朝　田　宗　弘 朝田木材産業 浪 江
吉　田　俊　秀 ㈱伊達屋 双 葉
岩　本　清　孝 ㈱岩本板金工業所 双 葉
河　村　　　勉 河村建設㈱ 大 熊
梨　本　　　正 都重機土木㈲ 大 熊 ☆
名　嘉　幸　照 ㈱東北エンタープライズ 富 岡
橋　本　　　明 ㈱橋本組 富 岡
根　本　謙　一 丸川建設㈱ 富 岡
坂　本　邦　仁 坂建工業㈱ 富 岡
黒　田　政　徳 ㈲ひので商事 富 岡 ☆
芦　口　一　美 ㈱芦口石材店 富 岡 ☆
監　　事
関　場　　　啓 関場建設㈱ 原 町
末　永　昭　義 ㈲福相食品工業 小 高

新　役　員　名　簿　　　　　　　　（平成 19 年度）
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こ
の
日
は
小
雨
が
降
る
中
、
飯
舘
支
部
の
会
員

と
そ
の
家
族
な
ど
約
二
十
人
が
参
加
し
、
村
民
の

森
『
あ
い
の
沢
』
園
内
の
草
刈
り
や
、
遊
歩
道
に

並
ぶ
句
碑
と
そ
の
周
辺
の
清
掃
を
早
朝
六
時
か
ら

約
一
時
間
に
わ
た
り
行
い
ま
し
た
。

　

台
風
が
来
る
直
前
の
肌
寒
い
中
、
カ
ッ
パ
を

着
て
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
広
い
園
内
が

さ
っ
ぱ
り
と
し
た
様
子
は
壮
観
で
し
た
。
清
掃

後
、
園
内
の
宿
泊
施
設
『
き
こ
り
』
に
て
食
べ

た
弁
当
の
味
は
最
高
で
し
た
。

飯
舘
支
部

理
事 　

長
谷
川
長
喜

新　地（釣師浜海水浴場）

相　馬（原釜尾浜海水浴場）

飯　舘（村民の森あいの沢公園）

鹿　島（烏崎浜海水浴場）

献 活 動
海水浴場一斉清掃〉
午前６時）

平成 19 年 8 月 20 日　⑷第 30 号

原　町（北泉海浜総合公園浜辺）

　

社
会
奉
仕
活
動
と
し
て
㈳
相
双
法
人
会
が
行
っ

て
い
る
海
浜
一
斉
清
掃
の
た
め
、
７
月
14
日
㈯
原

町
支
部
は
、
支
部
会
員
と
サ
ー
フ
ァ
ー
ら
合
わ
せ

て
約
80
名
が
参
加
を
し
て
午
前
６
時
か
ら
北
泉
海

浜
総
合
公
園
の
浜
辺
を
清
掃
い
た
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
浜
辺
に
投
げ
捨
て
ら
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、空
き
缶
や
流
木
な
ど
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

同
海
岸
は
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
的
に
も
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
所
で
す
。
昨
年
は
初

め
て
世
界
プ
ロ
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
同
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。地
域
を
代
表
す
る
す
て
き
な
海
水
浴
場
で
す
。

原
町
支
部

支
部
長 　

寺
島　

岩
男

　

去
る
７
月
14
日
㈯
午
前
６
時
、
南
相
馬
市
鹿
島

区
の
烏
崎
海
浜
公
園
に
て
本
年
度
で
２
回
目
と
な

る
社
会
貢
献
活
動
「
海
浜
清
掃
作
業
」
を
行
い
ま

し
た
。
台
風
４
号
の
影
響
に
よ
る
雨
天
の
中
、
会

員
を
は
じ
め
鹿
島
区
役
所
職
員
、
騎
馬
会
関
係
者

ら
約
１
０
０
名
が
参
加
し
、
漂
着
物
や
流
木
な
ど

の
ご
み
を
可
燃
物
・
不
燃
物
に
分
け
拾
い
集
め
ま

し
た
。
来
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
行
政
と
協
力
し

な
が
ら
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鹿
島
支
部

支
部
長 　

佐
藤　

則
夫

　

天
候
は
小
雨
で
あ
っ
た
が
、
清
掃
活
動
事
業

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

海
が
荒
れ
て
、
大
き
な
ゴ
ミ
が
多
く
て
大
変

で
し
た
。
雨
が
途
中
、
強
く
な
り
、
参
加
者
の

健
康
等
を
考
慮
し
、時
間
を
短
縮
し
て
軽
ト
ラ
ッ

ク
３
台
分
の
ゴ
ミ
を
収
集
し
、
終
了
致
し
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

新
地
支
部

支
部
長 　

横
山　

光
男

　

相
馬
支
部
で
は
、
去
る
７
月
14
日
、
午
前
６

時
よ
り
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
相
馬
市

原
釜
尾
浜
海
水
浴
場
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
相
馬
市
「
ウ
オ
ー
ク
＆
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
大
作
戦
」と
の
合
同
に
よ
り
、相
馬
市
民
・

法
人
会
会
員
等
、
約
１
，
０
０
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
霧
雨
の
中
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
・
空
き
缶
・
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
・
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
な
ど
丁
寧
に
拾
い
集
め
て
い
ま
し
た
。

相
馬
支
部

支
部
長 　

荒
井　

宏
美
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双　葉（双葉海水浴場）

大　熊（熊川海水浴場）

浪　江（棚塩・中浜海岸）

富　岡（富岡海浜）

社 会 貢
〈相双地区100㎞

（7月14日　
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小　高（村上海水浴場）
　

明
日
は
雨
模
様
と
の
予
報
、
参
加
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に

決
行
を
告
げ
、
迎
え
た
当
日
や
は
り
雨
だ
っ
た
。
不
安
を
よ
そ

に
予
定
の
17
名
が
遅
刻
す
る
こ
と
な
く
集
合
し
、
大
同
生
命
の

佐
藤
さ
ん
の
お
手
伝
い
を
受
け
約
１
時
間
程
度
村
上
海
水
浴
場

の
清
掃
作
業
を
熱
心
に
行
っ
た
。
他
の
団
体
等
の
事
前
作
業
も

あ
り
、
漂
流
物
等
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
よ
り
海
浜
の
景
観
を

良
く
し
よ
う
と
除
草
作
業
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
費
や
し
た
。
作

業
終
了
後
、
写
真
を
パ
チ
リ
、「
も
う
一
枚
撮
り
ま
ー
す
、
あ

れ
え
〜
電
池
切
れ
で
す
。」
笑
い
の
中
お
茶
等
を
配
り
、
雨
か

ら
逃
げ
る
よ
う
に
終
了
を
告
げ
散
会
し
た
。
※
あ
っ
「
支
部
長

あ
い
さ
つ
」
の
時
は
全
員
帰
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

小
高
支
部

支
部
長 　

鈴
木　

喜
八

　

私
達
相
双
法
人
会
双
葉
支
部
は
平
成
10
年
よ
り
全
国
水

浴
場
55
選
、
平
成
13
年
か
ら
は
88
選
、
平
成
18
年
か
ら
は

環
境
省
選
定
「
快
水
浴
場
百
選
」
に
選
ば
れ
て
い
る
双
葉

海
水
浴
場
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
平
成
16
年
か
ら
12

年
間
に
わ
た
り
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昨
年
度
よ
り
相

双
法
人
会
全
体
で
広
野
か
ら
新
地
ま
で
の
１
０
０
㎞
の
海

岸
線
を
一
斉
に
清
掃
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年

度
も
去
る
７
月
14
日
午
前
６
時
よ
り
、
台
風
が
近
づ
く
中
、

雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
事
業
所
の
役
員
、
従
業
員
、
家
族
の

方
々
約
30
名
が
参
加
し
て
徹
底
し
て
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

頭
の
先
か
ら
足
の
先
ま
で
ビ
シ
ヨ
ビ
シ
ョ
に
な
り
な
が
ら

綺
麗
に
な
っ
た
海
岸
を
皆
で
眺
め
、
満
足
感
で
一
杯
で
し

た
。
町
当
局
か
ら
も
大
変
喜
ば
れ
感
謝
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

双
葉
支
部

理
事 　

吉
田　

俊
秀

　

台
風
の
接
近
で
小
雨
ま
じ
り
の
天
候
の
中
、
富
岡
支
部
の

海
浜
清
掃
は
、
富
岡
町
、
楢
葉
町
、
広
野
町
の
海
岸
で
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
天
候
に
も
関
わ
ら
ず
、
各
町
村
か
ら
会
員
約

40
名
の
参
加
者
で
約
１
時
間
、
漂
流
し
た
ゴ
ミ
や
、
投
げ
捨

て
ら
れ
た
ゴ
ミ
等
約
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
を
収
集
し
ま
し
た
。

　

参
加
、
協
力
い
た
だ
い
た
支
部
会
員
の
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

富
岡
支
部

支
部
長 　

藤
沢　

徳
義

　

小
雨
決
行
と
は
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
作

業
が
で
き
る
か
と
い
う
く
ら
い
の
雨
の
中
、
十
五
名
の

会
員
が
参
加
し
約
一
時
間
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

海
岸
に
流
れ
着
い
た
も
の
の
他
に
捨
て
ら
れ
た
物
も
多

く
、
私
達
は
人
工
的
な
も
の
だ
け
を
集
め
、
用
意
し
た

袋
い
っ
ぱ
い
に
な
り
分
別
し
て
終
わ
り
ま
し
た
。
最
後

に
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
が
、
メ
ガ
ネ
の
人
は
、
眼

が
見
え
な
い
く
ら
い
の
雨
で
し
た
。（
分
か
り
ま
す
か
？
）

浪
江
支
部

支
部
長 　

松
原　
　

靖

　

当
日
朝
も
や
の
か
か
る
小
雨
降
る
中
、
カ
ッ
パ
と
長

靴
の
い
で
た
ち
で
、
熊
川
海
水
浴
場
に
集
合
し
ま
し
た
。

海
岸
を
巡
視
し
、
投
げ
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
、
紙
く
ず

な
ど
拾
い
集
め
、
約
１
時
間
の
清
掃
作
業
で
し
た
。

　

支
部
会
員
の
11
名
の
方
々
が
、
黙
々
と
ゴ
ミ
を
掻
き

集
め
最
後
は
ゴ
ミ
袋
の
小
山
が
出
来
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
参
加
者
全
員
で
き
れ
い
に
な
っ
た
砂
浜
を

な
が
め
な
が
ら
、
支
部
長
の
音
頭
で
乾
杯
（
ジ
ュ
ー
ス
）

を
し
ま
し
た
。

大
熊
支
部

支
部
長 　

太
田　

光
明
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こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、
東
京
国

税
局
調
査
第
三
部
統
括
国
税
調
査
官

か
ら
相
馬
税
務
署
長
を
拝
命
し
ま
し

た
佐
々
木
で
す
。

　

社
団
法
人
相
双
法
人
会
の
皆
様
方

に
は
、
税
務
行
政
に
対
し
て
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
紙
面
を
お

借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

仙
台
国
税
局
管
内
で
の
勤
務
は
、

相
馬
税
務
署
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　

管
内
十
二
市
町
村
か
ら
な
る
相
双

地
区
は
、
南
北
に
長
く
そ
の
広
さ
と
豊

か
な
自
然
に
驚
い
て
い
る
次
第
で
す
。

　

ま
た
、
有
名
な
「
相
馬
野
馬
追
祭
」

は
、
千
有
余
年
の
歴
史
を
誇
る
伝
統

行
事
と
伺
い
ま
し
た
。
格
式
の
あ
る

伝
統
文
化
を
千
有
余
年
も
守
り
続
け

て
い
る
こ
と
に
感
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
先
日
行
わ
れ
ま
し
た
一
斉

海
浜
清
掃
の
模
様
が
、
新
聞
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
南
北

に
長
い
相
双
地
区
が
ひ
と
つ
に
ま
と

ま
っ
て
活
動
を
行
う
様
は
、
相
双
法

人
会
の
基
本
方
針
に
あ
る
「
地
域
社

会
と
の
共
生
」
か
つ
「
社
会
貢
献
活

動
へ
の
積
極
的
な
取
組
み
」
に
合
致

し
た
有
意
義
な
活
動
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

少
子
高
齢
化
や
Ｉ
Ｔ
化
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
申
告
者
数

の
増
加
、
課
税
・
徴
収
事
務
の
複
雑
・

困
難
化
が
加
速
し
て
お
り
ま
す
。
法

人
会
に
は
誠
実
な
納
税
者
の
団
体
と

し
て
、
適
正
な
申
告
納
税
制
度
の
実

現
や
税
知
識
の
普
及
な
ど
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

私
共
か
ら
の
お
願
い
と
し
て
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
「
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ(

国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム)
の

普
及
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
取
り
組

み
は
、
電
子
政
府
実
現
の
一
環
と
し

て
重
要
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
会
員

の
皆
様
方
の
ご
利
用
は
も
と
よ
り
、

企
業
役
員
様
方
の
個
人
確
定
申
告
に

も
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

引
き
続
き
ご
協
力
方
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

終
わ
り
に
、
貴
会
の
益
々
の
ご
発

展
と
会
員
皆
様
方
の
ご
繁
栄
・
ご
健

勝
を
祈
念
し
ま
し
て
着
任
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

着
任
の
あ
い
さ
つ

　
相
馬
税
務
署
長　

佐
々
木　

正　

良

相馬税務署職員異動のお知らせ 平成19年７月10日発令

１． 所得税、法人税、消費税、酒税及び印紙税の申告ができます。
２． 金融機関の窓口に並ばずにすべての税目の納税ができ、利用回数の
多い手続きには大変便利です（特に源泉所得税の毎月納付分など）。

３． 青色申告の承認申請、納税地の異動届出、電子納税証明書の交付請
求、法定調書の提出などができます。

詳しい情報は
http://www.e-tax.nta.go.jp
をご覧ください。

オンラインでらくらく

国税電子申告・納税システム

国　税　庁

平成 19 年 8 月 20 日　⑹第 30 号

お世話になります お世話になりました
部門 官職 氏　名 前　任　署 氏　名 発令事項

署 長 佐々木正良 東京国税局調査第 3部調査第 27 部門統括国税調査官 小 関 重 寿 仙台国税局税務部税務相談室長

総務課 係 長 鈴木　和孝 いわき署管理徴収第 3部門国税徴収官 佐 島 義 之 仙台中署個人課税第 2部門国税調査官

管理徴収 統括官 髙橋　義行 仙台国税局徴収部徴収課主査 北 條　 繁 鶴岡署管理徴収部門　統括国税徴収官

個人 2 統括官 佐藤　二男 仙台北署個人課税第 3部門統括国税調査官 高 橋 廣 雄 白河署個入課税第 2部門　統括国税調査官

個人 3 統括官 小川　曜一 鶴岡署個人課税第 2部門統括国税調査官 富 樫　 昭 仙台国税局総務部厚生課厚生専門官
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新
規
会
員
紹
介
（
平
成
18
年
８
月
１
日
〜

平
成
19
年
７
月
31
日
現
在
）
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富
岡
支
部
研
修
会

　

相
双
法
人
会
富
岡
支
部
と
富
岡
町
商

工
会
、
富
岡
町
金
融
団
に
よ
る
「
日
銀
経

済
講
演
会
」
を
６
月
13
日
、
リ
フ
レ
富
岡

に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

福
島
民
報
や
福
島
民
友
新
聞
社
な
ど

の
新
聞
で
毎
週
経
済
コ
ラ
ム
を
連
載
し

て
お
ら
れ
る
日
本
銀
行
福
島
支
店
の
鉢

村
健
支
店
長
を
講
師
に
招
き
、「
県
内
の

景
気
動
向
と
今
後
の
経
済
展
望
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
世
界
に
お
け
る
日
本
の
経

済
状
況
や
日
本
に
お
け
る
福
島
県
、
浜
通

り
地
方
の
経
済
状
況
を
非
常
に
分
か
り

や
す
い
こ
と
ば
で
解
説
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
福
島
県
の
経
済
規
模
は

全
国
18
位
（
宮
城
県
は
15
位
）
で
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
と
同
等
で
あ
り
決
し
て
低

い
経
済
規
模
で
は
無
い
こ
と
。
ま
た
福

島
県
の
モ
ノ
作

り
は
東
北
№
１

で
あ
り
、
製
造

品
出
荷
額
は
東

北
全
体
の
32
．

８
％
を
占
め
、

北
東
北
三
県
と

同
水
準
、
中
で

も
い
わ
き
市
は

製
造
品
出
荷
額

が
１
兆
円
を
超

「
県
内
の
景
気
動
向
と
、
今

後
の
経
済
展
望
に
つ
い
て
」

　
　

日
本
銀
行
福
島
支
店
長

　

鉢　

村　

健
氏

支
部
名　

法　

人　

名

新
地
㈲
相
馬
ブ
レ
ー
ド

㈲
ビ
ー
ト
ル

㈱
ア
ト
ラ
ス

㈲
ケ
ー
ズ
チ
ー
ム

相
馬

㈱
相
馬
企
業
サ
ー
ビ
ス

㈲
未
来
本
陣
そ
う
ま

㈲
シ
ャ
イ
ン
企
画

㈱
ジ
ェ
イ
保
険
サ
ー
ビ
ス

松
山
林
業
㈲

㈲
杉
本
鉄
工
所

㈱
相
馬
保
険
サ
ー
ビ
ス

鹿
島

㈲
新
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

鹿
島
総
業
㈱

㈲
鹿
島
ク
レ
ー
ン

㈲
森
智
徳
瓦
店

㈱
ア
イ
オ
ス

飯
舘
㈲
斉
藤
製
作
所

㈲
庄
司
製
作
所

㈲
若
里
プ
レ
ス

原
町

㈲
佐
藤
技
研

㈱N
ovem

ber

㈲
エ
ム
テ
ッ
ク
・
サ
プ
ラ
イ

㈱
Ｋ
・
Ｓ
・
Ｇ

エ
コ
・
エ
ネ
館
㈱

㈲
岡
邦
建
設

㈲
ト
ラ
ス
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム

原
町
㈱
昭
和
観
光
バ
ス

㈲
エ
ム
ズ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

小
高

㈱
室
原
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
製
作
所

㈲
北
須
賀
工
業

㈲
八
昭

㈲
西
村
建
築

浪
江

㈲
泉
田
自
動
車
工
業
所

㈲
ス
ペ
ッ
ク

㈲
双
葉
不
動
産
管
理

ビ
ル
ド
ア
ッ
プ
㈱

ビ
ク
ト
リ
ア
ン
ロ
ー
ズ
㈲

㈲
都
伸
興
業

㈱
叶
屋

双
葉
羽
山
工
建
㈱

㈲
シ
ャ
イ
ン
テ
ク
ニ
カ

㈱
ア
ス
カ
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

大
熊
㈽
ア
グ
リ
・
マ
マ

　
　富
岡

　

㈲
大
竹
商
店

㈲
桜
ガ
ー
デ
ン

㈲
ユ
タ
カ
建
設

㈲
い
な
も
と

㈲
セ
ビ
リ
ヤ

㈱
デ
ィ
・
エ
ム
・
シ
ー

㈱
ユ
ア
ラ
イ
フ

㈲
海
遊
館
本
館

㈱
あ
ぶ
く
ま
川
内

青
年
部
会

部
会
長遠

藤　

充
洋

　

平
成
十
九
年
度
総
会
が
五
月
十
四
日

開
催
さ
れ
、
今
回
部
会
長
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
椎
谷
節
子
で
す
。
前
任
の
吉
岡

順
さ
ん
の
穏
や
か
さ
に
は
と
て
も
及
び

ま
せ
ん
が
、三
人
の
『
み
わ
』
さ
ん
（
番

場
三
和
子
・
栗
原
三
和
子
・
三
輪
ま
り

子
）
が
副
部
会
長
で
あ
り
、
強
い
和
の

下
、
責
任
を
果
す
覚
悟
で
す
。

　

本
年
の
事
業
で
最
も
大
き
な
事
は
県

連
女
性
部
会
連
絡
協
議
会
「
第
八
回
会

員
研
修
会
・
相
双
大
会
」
の
開
催
で
す
。

県
内
会
員
百
五
十
名
の
参
加
を
予
定

し
、講
演
会
で
は
、全
法
連
機
関
紙
「
ほ

う
じ
ん
」
執
筆
者
、
荒
和
雄
氏
の
│
時

代
を
動
か
し
、
男
社
会
を
生
き
抜
く
│

｢

新
し
い
女
性
の
役
割｣
と
題
し
、
お

話
い
た
だ
く
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

親
会
、
そ
し
て
青
年
部
会
の
ご
共
催
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

総
会
の
席
上
、
小
関
税
務
署
長
さ
ん

が
、
税
務
調
査
の
ポ
イ
ン
ト
は
①
社
長
の

人
と
な
り
②
奥
様
の
力
量
③
社
員
の
資

部
会
だ
よ
り

　

こ
の
度
、
相
双
法
人
会
、
青
年
部
総
会

に
お
き
ま
し
て
、
ご
尽
力
さ
れ
た
柳
沼
部

会
長
に
代
わ
り
、
青
年
部
会
長
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
遠
藤
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
若
輩
者

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
精
一
杯
尽
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
19
年
度
の
事
業
計
画
、
予

算
が
承
認
さ
れ
、
本
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を

切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協

力
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
取
り
分

け
本
年
は
、会
員
研
修
活
動
、ｅ
│
Ｔ
ａ

ｘ
推
進
事
業
、
社
会
貢
献
を
中
心
と
し

て
事
業
を
行
う
予
定
で
あ
り
ま
す
。役
員
、

部
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
一

歩
一
歩
進
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
懸
案
の
部
員
増
強
に
つ

き
ま
し
て
は
、本
年
も
惜
し
ま
れ
な
が
ら
、

多
く
の
先
輩
方
が
卒
業
さ
れ
、
現
在
60
名

余
り
に
ま
で
減
少
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
多
く
の
お
仲
間
を
御
紹
介
い

た
だ
き
、
相
双
法
人
会
青
年
部
が
よ
り
発

展
で
き
ま
す
よ
う
、
ご
支
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

本
年
の
事
業
が
部
員
一
人
一
人
に
有

意
義
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

女
性
部
会

部
会
長椎

谷　

節
子

え
、青
森
県
と
同
水
準
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

福
島
県
の
経
済
力
の
強
さ
に
つ
い
て
解

説
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、

上
場
企
業
は
10
社
余
と
経
済
規
模
の
割

に
少
な
い
こ
と
な
ど
貴
重
な
お
話
し
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

質
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
私
達
女
性

部
会
員
数
は
少
な
い
で
す
が
、
会
員
の
行

事
参
加
率
を
高
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
切
磋
琢

磨
し
合
い
、
力
量
を
身
に
つ
け
事
業
、
社

会
へ
貢
献
で
き
る
自
分
を
造
り
た
い
も

の
で
す
。

　

楽
し
く
、
徳
を
感
じ
る
会
を
目
指
し

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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 『新しい女性の役割』
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　　　 14:00 ～ 15:30
ところ ロイヤルホテル丸屋（原町駅前）

福島県法人会連合会女性部会連絡協議会

第８回会員研修会【相双大会】

●プロフィール
　荒　和雄（あら　かずお）
　東京都生まれ。経済評論家・作家。早稲田大学法学部卒。東京都民銀行に入行、日本橋支店等数ヵ店の支店長を
経て独立、有限会社ブレーン・サービスを設立する。ブレーンサービス・フォーラム（若手経営塾）を19年間を主宰。
2008年 2月には200回目を迎える。
　全国の金融機関・証券会社・生命保険・各地の法人会・商工会議所など中小企業指導団体の講師を務める。著
作は150冊を超え、「銀行マンの掟」「図解・だれでもわかるビックバン」「上手な事業承継」などのビジネス書の他、
経済小説として「預金封鎖」「支店撤退」「がんばれ同族経営」「金利危機」「銀行人事部崩壊」「挑戦」などがある。
最近著は、「銀行・儲かってます」集英社新書を９月に発刊。
　昭和51年度優秀中小企業診断士賞を受賞している。

無料
一般聴講可お問い合せ先

〒976－0042　福島県相馬市中村一丁目2番地の3
社団法人　相双法人会 ＴＥＬ（0244）36－5754
 ＦＡＸ（0244）36－8944

記念
講演会

第 30 号 平成 19 年 8 月 20 日　⑻

　

新
潟
中
越
沖
地
震
に
は

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
地
震

と
台
風
の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
で

被
害
甚
大
で
あ
り
、
被
害
者

の
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
昨
年

の
新
潟
の
山
古
志
村
の
地
震

と
い
い
、
最
近
能
登
半
島
の

地
震
が
あ
っ
た
ば
か
り
で
、

ま
た
か
と
驚
き
で
す
。

　

柏
崎
・
上
越
地
域
の
方
々

に
は
未
曾
有
の
事
と
思
い
ま

す
。
地
震
の
爪
跡
が
生
々
し

く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
つ
け
て
も
当
地
域
は
少
し

の
被
害
は
遭
っ
て
も
、
大
事

に
至
ら
ず
一
安
心
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
台
風
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
防
災
に
は
、
地
域

の
安
全
に
充
分
配
慮
し
た
対

応
が
必
要
で
す
。　
　
（
さ
）

編

集

後

記

編

集

後

記

事
務
局
紹
介

今
回
原
町
支
部
事
務
局
の

　

佐
々
木　

孝
さ
ん

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
原
町
商
工
会
議
所　

役
職（
課
長
補
佐
）

質
問
事
項

Ｑ 

事
務
局
を
担
当
し
て
何
年
に

な
り
ま
す
か
？

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
担
当
し
て

今
年
度
で
２
年
目
に
な
り
ま
す
。

Ｑ 

今
担
当
し
て
思
う
こ
と
は
？

　

担
当
し
て
か
ら
原
町
支
部
の
会

員
さ
ん
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
講
演

会
・
講
習
会
・
会
員
交
流
会
を
提
案

し
実
施
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
会
員

さ
ん
の
集
ま
る
機
会
が
も
う
少
し
増

え
て
も
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
趣
味
は
？

　

酒
を
飲
み
な
が
ら
料
理
を
す

る
こ
と
。
酔
っ
て
く
る
と
味
覚

が
変
に
な
っ
て
く
る
の
で
出
来

た
料
理
は
ま
ず
い
の
で
す
。

Ｑ
支
部
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
!!

　

馬
事
公
苑
の
「
み
ん
な
の
広

場
の
芝
生
」
と
東
ヶ
丘
公
園
の

芝
生
が
き
れ
い
で
す
。

記念
講演会


